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黒川 侑さん＆阪田知樹さん＆山根一仁さん＆桑原志織さん応援レポート

国際音楽祭ヤング・プラハ
創立25周年記念演奏会 in Tokyo

2016年11月16日（木）
浜離宮朝日ホール

毎年９月に開催される国際音楽祭ヤング・プ
ラハ。世界の若手音楽家の育成と若者の国
際交流をテーマとした音楽祭であり、チェコと
日本の実行委員会により運営されている。才
能豊かな若手音楽家が世界中から集い、プ
ラハをはじめとするチェコ各地で音楽の祭典
を繰り広げる。また、日本とチェコの文化交流
という面でも大きな役割を果たしているそうだ。

今年の「第25回国際音楽祭 ヤング・プラハ」
もチェコの各地を舞台に開催され、阪田さん
と 山根さんが出演機会をいただいた。また
最終日のコンサートには、財団奨学生OBの
宮田大さんが出演。昨年度は岡本侑也さんと
桑原志織さんが出演するなど、江副記念財
団奨学生のみんなとも縁の深い音楽祭であ
る（今年度、宮田さん、阪田さんはヤング・プ
ラハOBとして出演。山根さんは今年度の音
楽家として選出され初出演）。

阪田さんは9月15日にプラハのポーランド大
使館にてショパンとリストの曲をソロ演奏。
山根さんは9月13日にプラハのベツレヘム礼
拝堂にて、モーツァルトのヴァイオリン協奏曲
第５番を。宮田大さんは、プラハのルドルフィ
ヌム・ドヴォルジャークホールでのファイナル
コンサートでの演奏であった。

総勢16名と２組による記念演奏会

本日の演奏会は、その東京公演。25周年記
念ということで、出演者は16名と２組、盛りだく
さんなプログラムが組まれている。桑原さんの
ソロ、黒川さん＋海外からの方々での四重奏、
阪田さんと山根さんのデュオ、阪田さん・黒川
さん出演の五重奏などが予定されている。

会場の浜離宮朝日ホールは朝日新聞東京本
社の新館2階にある室内楽ホール。「・・・とて
もきれいに響いてくれるホールです。弾いてい
るほうも気持ちがよく、大好きなホール」と桑
原さん。
会場には、駐日チェコ大使ご夫妻をはじめ、
多くの方々がお集まり。このヤング・プラハ音
楽祭では恒例ともいえる着物姿の方々も。

写真ご提供：
国際音楽祭ヤングプラハ事務局
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まずはプログラム４番目に桑原さん登場。
ソロ演奏によるショパン「バラード第４番」。
11月上旬には在籍する藝大で、ショパン・コ
ンクール審査員でもあるダン・タイ・ソン先
生の個人レッスンをこの曲で受講するとい
う貴重な機会があったそうだ。「・・・ショパン
の曲の中で一番好きといっても過言ではあ
りません。弾いていて、自然と自分も感動
できる曲。苦労するところもあるのですが、
弾けば弾くほど好きになります」と桑原さん。
一音一音をしっとりと優美にダイナミックに。
音色の変化や色彩感もたっぷりに、細やか
かつ大きく聴かせてくれた。

多彩なプログラムを様々な組み合わせで

プログラムのラストを飾った
のは、黒川さんと阪田さん
出演の五重奏。ドヴォルジャークのピアノ五
重奏曲第１番（作品５）。ドヴォルジャークの
若い時の作品で、２番の通称で知られる作品
81に比べ、演奏される機会も少ないらしい。
「・・・チェコの作曲家の、なかなか演奏されな
い作品を、海外の方々を交えて、日本で演奏
するという面でも意味があると思います」と阪
田さん。５人ともこの曲を演奏するのは初め
てで、ゼロから意見を出し合って作り上げって
いったと教えてくれている。
「・・・ちょうど室内楽に対し思いを深くしつつ
あるタイミングだったので、このメンバーで室
内楽を弾けるのは本当にいい経験になると
思います」と語ってくれたのは黒川さん。５名
のメンバーで国際色も豊かに、特徴あるメロ
ディーを美しく聴かせてくれた。

２回の休憩を挟んで、山根さんと阪田さん。
ドヴォルジャークの「４つのロマンティックな
小品」。「・・・個人的に昔から好きな曲です。
特に１曲目が好きなんです」と山根さん。シ
ンプルであるが、心に響く、とても優しくきれ
いな曲。山根さんのまた違う一面を聴かせ
てもらったような。阪田さんのピアノは、ひ
たすら美しくはかなく。
『聴かせる』演奏を
堪能させてくれた。

写真ご提供：国際音楽祭ヤングプラハ事務局
©Shohee Murakawa

続いては、黒川さんがカルテットのメンバー
として登場。チェコ出身の作曲家マルティ
ヌーの「オーボエとヴァイオリン、チェロ、ピ
アノのための四重奏曲」。「室内楽は大好
き」という黒川さん、管楽器オーボエが入る
ことで、「（第１ヴァイオリンである）自分の
音より高音の音がある」という、第１ヴァイ
オリン担当の際には、なかなかまれなシ
チュエーションを楽しみたいと話してくれて
いる。なにやら不思議感が漂う始まりが、
印象的な洒落た曲。４人の奏者の気負い
のないナチュラルな演奏も心地よく響いた。
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貴重な機会を、それぞれに活かして

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演の後日、４人に話を聞いた；
黒川さん：－４重奏と５重奏；

「・・・海外の方々との共演は、音色も、音楽
的な捉え方も違いがあると感じています。
そうした違いがとても面白いです」「・・・素晴
らしいメンバーとこのような経験ができて、
とてもよかったと思っています。この経験を
活かして、よりよい演奏ができるよう、練習
を重ねていこうと思います」

＜演奏会概要＞
◆出演
ヨハネス グロッソ (オーボエ／フランス)
ミロスラフ セケラ (ピアノ／チェコ)
ロマン フラニチカ

(ヴァイオリン／チェコ）
トマーシュ ヤムニーク (チェロ／チェコ)
太田 弦 (指揮)
山根 一仁 (ヴァイオリン)
黒川 侑 (ヴァイオリン)
中村 洋乃理 (ヴィオラ)
阪田 知樹 (ピアノ)
周防 亮介 (ヴァイオリン)
菊地 裕介 (ピアノ)
桑原 志織 (ピアノ)
森田 義史 (ピアノ)
中村 友希乃 (ヴァイオリン)
岸本 萌乃加 (ヴァイオリン)
太田 紗和子 (ピアノ)
フルートアンサンブル ティカリ (チェコ)
品川ジュニアストリングオーケストラ

(指揮 太田 弦)

◆プログラム

I.クラーク:ジグ ザグ ズー (ティカリ)
J.フバイ：カルメン幻想曲 (岸本+太田)
E.ショーソン : 詩曲 作品25 (中村(友)+太田)
F.ショパン：バラード第4番 (桑原)
B.マルティヌー：オーボエ、ヴァイオリン、

チェロとピアノのための４重奏曲
(グロッソ+黒川+ヤムニーク+セケラ)

W.A.モーツアルト：
ディベルティメント ニ長調 K.136
(品川ジュニアストリングオーケストラ)

A.ヴィヴァルディ：四季より ＜冬＞
(周防 +品川ジュニアストリングオーケストラ)
B.マルティヌー：２台のピアノのための

３つのチェコ舞曲（菊地＋森田）
A.ドヴォルジャーク：４つのロマンティックな

小品作品75 (山根+阪田)
B.スメタナ：演奏会用エチュード 嬰ト短調

作品17「海辺にて」(セケラ)
A.ドヴォルジャーク：ピアノ５重奏曲第１番

イ長調 作品5
(阪田+フラニチカ+黒川+中村(洋)+ヤムニーク)

阪田さん：－山根さんとのデュオと５重奏；
「・・・リハーサルや楽屋で、他の出演者の
意見を聞く機会があり、とても面白かったで
す。もちろん自分のイメージ観は確固として
あるのですが、それとはまた全然違う方向
の意見であったり。自分以外の音楽家と共
演する楽しさだと思います」「・・・お互いに意
見を出し合いながら良い演奏へとつなげて
行き、貴重な経験になりました」

山根さん：－新境地を感じる選曲；

「・・・ドイツに留学して１年が経ち、多くのこ
とを吸収しました。それが音楽に出始めた
かなと実感するところがあります。実際、

自分の演奏もどんどん変化してきています。
（16日の演奏も）これまでとはまた違った演
奏のひとつだったと思いますし、自分でも自
分の変化を毎回楽しんでいます」

桑原さん：－ショパンをソロ演奏；
「・・・昨年プラハで演奏した際、お世話に
なった方々も来日され、再会を心から喜び
合いました。浜離宮ホールで弾くのは2年ぶ
りでしたが、相変わらず素晴らしい響きの
ホールで、よい集中を保って、気持ちを込め
てショパンを演奏することができました」

阪田さんは翌日、黒川さんは３日後、ヤン
グ・プラハを支援する企業が主催するコン
サートにも出演。阪田さん作曲の「オーボエ
とピアノのための無言歌」が、オーボエ奏者
グロッソさん（フランス）との共演で初披露さ
れたそうだ。
黒川さん、阪田さん、山根さん、桑原さん、
みなさん素敵な演奏でした。
また聴かせてください！
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】


